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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 地震外乱を受ける建築構造物を対象とした能動的な応答制御法の開発は端緒に付いたばかりであり、時刻歴過程の
予測が困難な地震外乱の作用下において、確実に動的安定性を保証した制震システムは未だほとんど提示されていな
い。 
 当該研究は建築構造物の地震応答を抑制することを目指してモデル規範形適応制震システムを構成したものであ
り、事前情報が得られない不確実な外乱の作用下においてシステム全体の動的安定性を保証している。また適応型ア
ルゴリズムの特徴として、制御対象の動特性が不鮮明であってもシステム構成に支障をきたさないので、特性値の把
握が概括的になりがちな建築構造物の地震応答制御に適している。適応制震システムの基本性能を把握することを目
的とした解析的な研究であるが、対象建築物を離散的な振動系とみなすばかりでなく、周辺地盤で支持した動的な連
成系とした場合の応答制御能についても検討し、さらに限定した解析内容ではあるが、実践的な制御力の発生機構に
は上限があることを考慮した応答抑制能の検証も実施している。 
 以上のように、本論文は建築構造物を対象としたモデル規範形適応制震システムの基本性能について解析的に評
価・検討したものであり、地震工学上の応答制御問題に寄与するところが大きい。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
